
　ハート交流館で、第42回子ども
まつりが行われ、約1,100人が参加
しました。
　第１部では、市吹奏楽団による
演奏、Ｅメイツのダンス、貝塚け
ん玉クラブ「いぶき」のパフォー
マンスなどが披露されました。
　第２部では、市内各小学校の子
どもたちによるあそびの店16店が
開店！来場者は、子どもたちが工
夫を凝らした店で楽しみました。
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４月18日

　中央公民館で、第36回
子ども市が開催されまし
た。
　子どもたちが自分たち
でアイデアを出し合い、
様々な店を出店し生き生
きと接客していました。
　参加した子どもたちは
色々な出し物や屋台を楽
しんでいました。

　クラシックカーのイベント「La Festa 
Primavera2024」が開催されま
した。
　俳優の堺正章さんのクラシッ
クカーをはじめ、46台がチェッ
クポイントの貝塚市役所を通過
し、来場者は声援を贈りました。

４月17日

４月21日

つげさん
Ｘ(旧Twitter)
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貝
塚
市
の

子
育
て
に
つ
い
て

　
今
春
、
民
間
有
識
者
に
よ
る
会
議
で
、
20
～
39

歳
の
女
性
人
口
が
２
０
２
０
年
か
ら
の
30
年
間
で

50
％
以
上
減
少
す
る
自
治
体
が
全
国
で
４
割
に
の

ぼ
り
、
そ
れ
ら
の
自
治
体
で
は
行
政
の
運
営
が
困

難
に
な
り
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
本
市
は
現
時
点
で
該
当
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
を
希
望
す
る

世
帯
が
安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
環
境
を
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

 

本
市
で
は
、
だ
ん
じ
り
祭
り
や
太
鼓
台
祭
り
な

ど
の
祭
礼
文
化
を
背
景
に
、
地
域
の
中
で
子
ど
も

を
育
て
る
と
い
う
風
土
を
生
み
、
地
域
の
絆
や
郷

土
を
愛
す
る
心
を
育
む
土
壌
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
本
市
の
強
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
子
育
て
を
応
援
し
見
守
る
活
動
と
し

て
、
例
え
ば
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
」
を
活
用
し
た

子
育
て
の
相
互
支
援

活
動
の
ほ
か
、
「
貝

塚
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇

場
」
の
こ
ど
も
市
や

キ
ャ
ン
プ
、
「
貝
塚

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
会
」
の
プ
レ
ー

パ
ー
ク
な
ど
、
体
験

活
動
や
あ
そ
び
な
ど

を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
の
自
主
性
を
育
む

取
組
み
が
、
地
域
の

皆
様
の
協
力
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
行
政
と
し
て
は
今
年
度
、
少
子
化
対
策
と

し
て
結
婚
に
伴
う
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

支
援
す
る
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
住
居
取

得
費
用
や
家
賃
な
ど
の
一
部
を
補
助
す
る
「
貝
塚

市
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
事
業
」
を
始
め
ま
し

た
。
要
件
を
満
た
せ
ば
、
住
居
取
得
費
用
や
家
賃

な
ど
の
一
部
を
補
助
し
、
さ
ら
に
市
内
で
住
宅
を

取
得
し
た
時
の
「
貝
塚
市
若
年
世
帯
等
定
住
促
進

住
宅
取
得
補
助
金
」
の
併
用
も
可
能
で
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
を
応
援
す

る
活
動
や
施
策
に
よ
り
本
市
が
子
育
て
層
に
も
選

ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。問

合
せ
先
　
子
育
て
支
援
課
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５月２日

５月３日

５月11日

　消防団を退団された消防団幹
部の皆様に対し、退団辞令交付
式を開催しました。
　長年消防団幹部として、災害
時の出動に対する感謝の意と退
団した後も後進の育成などにご
尽力いただきたいと市長からお
伝えしました。

　「災害時における応急対策業務に
関する協定」を貝塚市内に事務局を
おくOCEANS(オーシャンズ)事業協同
組合と締結しました。
　大災害などで道路ががれきで塞が
れた場合、復旧支援のための緊急車
両が通行できるよう除去作業に協力
していただくものです。

　善兵衛ランドでコズミックカレッ
ジミニを開催しました。
　空気の重さ、マイナス80度を体験
する実験や天体観測を行いました。
　参加した子どもたちは、様々な仮
説を立てながら実験に取り組み、そ
の結果に驚きながら学んでいました。

 ５月２日に貝塚市造園業協同組合の皆様が、カル
バーシティにある日本庭園の50周年修繕事業で訪米
される前に市役所へ来られ、決意を語りました。
 ５月６日から５月10日、貝塚市から派遣された同
組合の庭師の皆様と日系人などの現地の庭師の方々
が協力して作業を行い、無事50年前の趣を取り戻し
ました。
　５月11日に竣工式典が行われ、酒井市長、カル
バーシティ市長、在ロサンゼルス日本国総領事館の
代表をはじめ、多くの関係者が出席しました。式典では、50年前の作庭に携わった庭師の映像も紹介しました。
　日本から派遣された庭師の皆様、カルバーシティや姉妹都市協会、そして支援していただいたすべての皆様、ありがと
うございました。　

　水間鉄道(株)が、会社創立100周年
を記念し、貝塚市役所で式典を開催
しました。
　藤本社長は、今までの感謝の意と
ともに「地域の発展と活性化のた
め、今後も様々な取組みを行ってい
きます」と挨拶されました。
　来年12月24日には開業100周年を迎
えます。詳しくは、水間鉄道ホーム
ページをご覧ください。

藤本昌信社長

５月２日訪米前の表敬訪問 ５月11日現地での竣工式典の様子 修繕が完了した日本庭園


